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文教福祉委員会会議録 

 

平成３０年９月１１日 火曜日 

  午前１０時００分開議 

  午後 ０時１３分閉議（実時間１１２分） 

                              

○本日の会議に付した案件 

１．議案第１００号・平成３０年度八代市一般

会計補正予算・第６号（関係分） 

１．議案第１０１号・平成３０年度八代市国民

健康保険特別会計補正予算・第２号 

１．議案第１０７号・熊本県後期高齢者医療広

域連合規約の一部変更について 

１．議案第１０３号・専決処分の報告及びその

承認について（平成３０年度八代市一般会

計補正予算・第４号（関係分）） 

１．議案第１０９号・八代市坂本地域福祉セン

ター条例等の一部改正等について 

１．議案第１１０号・八代市個人番号の利用及

び特定個人情報の提供に関する条例の一部

改正について 

１．所管事務調査 

 ・教育に関する諸問題の調査 

 ・保健・福祉に関する諸問題の調査 

  （学校施設のブロック塀について） 

                              

○本日の会議に出席した者 

委 員 長  上 村 哲 三 君 

副委員長  橋 本 幸 一 君 

委  員  金 子 昌 平 君 

委  員  鈴木田 幸 一 君 

委  員  野 﨑 伸 也 君 

委  員  橋 本 徳一郎 君 

委  員  福 嶋 安 徳 君 

 

※欠席委員         君 

                              

○委員外議員出席者中発言の許可を得た者 

               君 

                              

○説明員等委員（議）員外出席者 

 教育部長       桑 田 謙 治 君 

  教育部次長     和久田 敬 史 君 

  教育サポートセンター所長 沖 村   巧 君 
 
  首席審議員兼 
            有 馬 健 一 君 
  教育施設課長 
 

  教育政策課長    機   智三郎 君 

  学校教育課長    西 村   裕 君 

  学校教育課審議員  田 北 佳一郎 君 
 
  学校教育課 
            松 田 英 里 君 
  教育支援係長 
 
 
 健康福祉部長兼 
            丸 山 智 子 君 
 福祉事務所長 
 
 
  健康福祉部次長兼 
            小 林 眞 二 君 
  福祉事務所次長 
 

  長寿支援課長    鶴 田 洋 明 君 

  理事兼こども未来課長 田 中 かおり 君 

  国保ねんきん課長  岩 瀬 隆 敏 君 

  健康福祉政策課長  續   良 彦 君 

  生活援護課長    角   竜一郎 君 

                              

○記録担当書記     鶴 田 直 美 君 

 

（午前１０時００分 開会） 

○委員長（上村哲三君） 皆様、おはようござ

います。（｢おはようございます」と呼ぶ者あ

り）定刻となり、定足数に達しておりますの

で、ただいまから文教福祉委員会を開会いたし

ます。 

 本日の委員会に付します案件は、さきに配付

してあります付託表のとおりであります。 

                              

◎議案第１００号・平成３０年度八代市一般会

計補正予算・第６号（関係分） 

○委員長（上村哲三君） 最初に、予算議案の

審査に入ります。 

 議案第１００号・平成３０年度八代市一般会
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計補正予算・第６号中、当委員会関係分を議題

とし、説明を求めます。 

 それでは、まず歳出の第９款・教育費及び第

１０款・災害復旧費について、教育部から説明

願います。 

○教育部長（桑田謙治君） 皆さん、おはよう

ございます。（｢おはようございます」と呼ぶ

者あり）教育部でございます。 

 教育部では、市議会９月定例会に、平成３０

年度八代市一般会計補正予算・第６号として、

款９・教育費中、教育総務費、小学校費、中学

校費及び社会教育総務費、並びに款１０・災害

復旧費中、文教施設災害復旧費に予算計上をお

願いしております。いずれも学校施設及び社会

教育施設の安全管理及び学校教育の充実に必要

なものでございますので、御審議の上、御承認

いただきますよう、よろしくお願いいたしま

す。 

 詳細につきましては、和久田教育部次長が説

明いたします。よろしくお願いいたします。 

○教育部次長（和久田敬史君） おはようござ

います。（｢おはようございます」と呼ぶ者あ

り）議案第１００号・平成３０年度八代市一般

会計補正予算・第６号中、教育部所管分につき

まして、着座にて説明をさせていただきます。

よろしくお願いいたします。 

 予算書８ページをお願いいたします。 

 歳出の第９款・教育費に４７８８万５０００

円を追加し、補正後の額を４８億４８９５万８

０００円とするものでございます。 

 それでは、歳出の具体的な内容について説明

をいたします。 

 １８ページをお願いいたします。 

 款９・教育費、項１・教育総務費、目３・教

育サポートセンター費に７９万１０００円を計

上いたしております。これは、所管する適応指

導教室くま川教室におきまして、建築基準法施

行令の基準に不適合と認められるコンクリート

ブロック塀が確認されたため、安全性を確保す

る観点から改修に必要な経費を補正するもので

ございます。事業内容ですが、教室側の高さ

１.２メートルを超え、児童生徒等が日常通行

する可能性がある２カ所について、上段２段を

撤去し、高さを抑える工事を行うもので、事業

費７９万１０００円は工事請負費で、全額一般

財源でございます。 

 続きまして、１９ページをお願いいたしま

す。 

 款９・教育費、項２・小学校費、目１・学校

管理費に小学校施設整備事業として１６８１万

５０００円を計上いたしております。所管する

小学校全２５校の中で、建築基準法施行令の基

準に不適合なブロック塀が１４校で確認され、

そのうち６校、郡築小、八代小、昭和小、龍峯

小、麦島小、有佐小については通学路に面し、

人通りも多い箇所にブロック塀を有しているた

め、早急に安全を確保する観点から、最優先で

改修に必要な経費を補正するものでございま

す。事業費１６８１万５０００円は工事請負費

で、内訳といたしましては、郡築小３６３万２

０００円、八代小２６１万４０００円、昭和小

１４６万８０００円、龍峯小３３０万９０００

円、麦島小２５３万２０００円、有佐小３２６

万円でございます。財源は全額一般財源でござ

います。 

 続きまして、款９・教育費、項２・小学校

費、目２・教育振興費に６２７万４０００円を

計上いたしております。説明欄の教育振興事業

は、泉第八小学校と泉小中学校をつなぐ遠隔授

業システムを導入し、外国語活動などにおいて

双方向型の遠隔授業を実施することで、泉小学

校児童との交流学習及び泉中学校との小・中一

環連携教育を進めるものでございます。事業費

８６万円は遠隔授業システムを購入するための

備品購入費でございます。 

 次の学校教材充実事業は、八代小、文政小が
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子供の学力向上に関する事業を実施するために

必要な経費を補正するものです。八代小は、Ｉ

ＣＴを活用した授業の研究活動及び公開授業を

実施するもの、文政小については、基礎学力定

着・向上に資するための教材等の作成を行うも

ので、事業費２９万８０００円は消耗品費でご

ざいます。両事業いずれも平成３０年３月に創

設いたしました八代市学校・子ども教育応援基

金を活用して事業を行うもので、事業費の財源

は全額特定財源の基金繰入金でございます。 

 次の要保護・準要保護就学援助事業ですが、

経済的な理由により就学困難な児童の保護者に

対して、保護者の負担軽減と義務教育の円滑な

実施に資するため、準要保護に認定された平成

３１年度小学校入学予定者を対象に、新入学用

品の入学前支給を行うために必要な経費を補正

するものでございます。支給額は１人４万６０

０円で、支給対象予定者は１２６名でございま

す。事業費５１１万６０００円は全額一般財源

となっております。 

 続きまして、款９・教育費、項３・中学校

費、目１・学校管理費に中学校施設整備事業と

して１３５５万９０００円を計上いたしており

ます。所管する中学校全１５校の中で、建築基

準法施行令の基準に不適合なブロック塀が８校

で確認され、そのうち３校、二中、四中、七中

については通学路に面し、人通りも多い箇所に

ブロック塀を有することから、早急に安全を確

保する観点から、最優先で改修に必要な経費を

補正するものでございます。事業費１３５５万

９０００円の内訳としましては、二中７３５万

５０００円、四中１９７万９０００円、七中４

２２万５０００円で、財源は全額一般財源でご

ざいます。 

 続きまして、款９・教育費、項３・中学校

費、目２・教育振興費に８７１万１０００円を

計上いたしております。説明欄の学校教材充実

事業と不登校児童生徒の適応指導事業は、八代

市学校・子ども教育応援基金を活用して事業を

行うものでございます。学校教材充実事業は、

二中が、確かな学力定着を図るため講師を招聘

し公開授業を行うものと、日奈久中が、不登校

やいじめ防止のために２年、３年生を対象に hy

per‐ＱＵというアンケート形式のテストを実

施するための経費で、事業費１８万２０００円

は全額特定財源の基金繰入金でございます。ま

た、不登校児童生徒の適応指導事業は、適応指

導教室くま川教室がいじめ・不登校対策に関す

る事業を実施するために必要な経費を補正する

ものです。事業内容といたしまして、学校復帰

のため、基礎学力定着に資する教材購入及び集

中力、協調性等強化に資するオリジナルカレン

ダーの作成を行うもので、事業費９万１０００

円は特定財源といたしまして、全額基金繰入金

を予定しております。 

 次に、要保護・準要保護就学援助事業です

が、経済的な理由により就学困難な児童の保護

者に対して、保護者の負担軽減と義務教育の円

滑な実施に資するため、準要保護に認定された

平成３１年度中学校新入学予定者を対象に、新

入学用品の入学前の支給を行うに当たり必要な

経費を補正するものでございます。支給は１人

４万７４００円で、支給対象予定者は１７８名

でございます。事業費８４３万８０００円は全

額一般財源となっております。 

 続きまして、２０ページをお願いします。 

 款９・教育費、項７・社会教育費、目１・社

会教育総務費に１７３万５０００円を計上いた

しております。社会教育センター管理事業でご

ざいますが、所管する社会教育センター８施設

のうち、基準に不適合なブロック塀が３施設で

確認され、安全性を確保する観点から危険性の

高い箇所を改修するものでございます。改修予

定の施設は藤本、鮎帰、中津道の各社会教育セ

ンターです。事業費１７３万５０００円は全額

一般財源で、内訳は、藤本社会教育センターが
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９９万２０００円、鮎帰社会教育センターが２

８万円、中津道社会教育センターが４６万３０

００円となっております。 

 続きまして、２１ページをお願いいたしま

す。 

 款１０・災害復旧費、項３・文教施設災害復

旧費、目１・公立学校施設災害復旧費に５７５

万６０００円を計上いたしております。平成３

０年７月５日から７日にかけての梅雨前線豪雨

により発生した二見中学校西側のり面崩落の災

害復旧に必要な経費を補正するものでございま

す。高さ１２メートル、幅７メートルにわたり

崩落したのり面の上にはプールや更衣室棟があ

り、学校管理や生徒の安全確保に支障が生じて

おり、今回復旧を行うものでございます。事業

費５７５万６０００円は工事請負費で、特定財

源として国庫支出金３８３万７０００円、市

債、災害復旧事業債１９０万円を予定いたして

おります。 

 以上が、教育部が提案いたしております補正

予算の内容でございます。御審議のほど、よろ

しくお願いいたします。 

○委員長（上村哲三君） それでは、以上の部

分について質疑を行います。質疑はありません

か。 

○委員（野﨑伸也君） 済いません、コンクリ

ートブロック塀の関係で何点か出されとったと

思うとですけど、これ、後から説明されますか

ね。そのときに質問したほうがいいですかね。 

○教育部次長（和久田敬史君） 所管事務調査

の最後のところで、学校施設のブロック塀につ

いてということでまとめて報告をさせていただ

こうと考えております。（委員野﨑伸也君「じ

ゃあ、そっちのほうにしましょうかね」と呼

ぶ） 

○委員長（上村哲三君） いいじゃない、今聞

ける分は聞いて。 

○委員（野﨑伸也君） 聞いてよかですか。 

○委員長（上村哲三君） うん。答えてあげ

て。今聞ける分だけでも。 

○委員（野﨑伸也君） わかりました。よかで

すか、じゃあ。 

○委員長（上村哲三君） それはそれだけ。 

○委員（野﨑伸也君） わかりました。はい。 

 じゃあ、済いません、まず、くま川教室の関

係、話あったっですけれども、１.２メートル

を超えてるっていう説明があって、それで高さ

を低くしますよというような工事内容だったと

思うとですけれども、何か建てられた当時の経

緯というのがわからんとですけれども、そのぐ

らい高さないと何か人目につくけんとかってい

う話で建てらしたとかなっていうような推測も

でくっとですけれども、低くしたことによって

外から中が見えるというのがいいのかどうなの

かというのがちょっとありまして、低くしたか

わりに何か目隠しをするとか、そういったもの

が必要なのかどうか、そこら辺の検討はありま

したか。 

○教育サポートセンター所長（沖村 巧君）

 失礼いたします。今お尋ねのブロック塀につ

きましては、実際のブロック塀が設置されてい

るところは駐車場のブロック塀になります。民

家と接するところを駐車場と隔てるところのブ

ロック塀になっておりますが、保護者の方が毎

朝送ってこられて、そのブロック塀で囲まれた

駐車場の中で子供をおろされます。そういった

関係で、子供たちはその駐車場から教室のほう

に入っていくわけですが、実際ブロック塀が囲

まれているところが駐車場でございますので、

そこの１.２メートルの高さにした場合に教室

が外部の方からのぞかれるという、そういった

状況ではございません。ただ、非常にブロック

塀が疲弊しまして、ひび割れをしておったり、

そういった部分がございますので、１.２メー

トルの高さにカットしていただいて、そして、

倒壊によって子供たちがけがをしないような、
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そういった形にしていただくように補足をした

ところでございました。 

 以上です。 

○委員（野﨑伸也君） わかりました。外部か

らのぞかれたりとかっていうのはないよという

ようなことでよろしかったですかね。はい、わ

かりました。 

 引き続きですけれども、何点かコンクリート

ブロック塀、今のくま川教室もですし、小学

校、中学校というようなことで、ほかにも何点

か言われたんですけれども、早急に対応すべき

ものと後からでいいよっていうのの違いという

のが、先ほどちょっと説明でもあったかと思う

とですけど、人通りに面してるとか、そういっ

た危険性があるところは先にやるんだというよ

うな、そういった認識でよろしいですか。確認

ですけど。 

○教育部次長（和久田敬史君） 野﨑委員おっ

しゃるとおりでございます。通学路で人通りに

面していると、いうところが今回の改修のポイ

ントというところでございます。 

○委員（野﨑伸也君） わかりました。とりあ

えずそこの危険、早急にすべきところというの

は、そこの児童生徒だけじゃなくて外部の人に

も影響があるからということだろうということ

だと思うとですけれども、ほかのところがちょ

っと心配するのが、子供たちとかがですね、そ

ういったところに仮に入ったりとか、そういっ

たところについてはもう何か対応策とかってい

うのは既にもう実施済みでしょうか。入らない

ようにとかっていうのは。 

○首席審議員兼教育施設課長（有馬健一君）

 教育施設課、有馬でございます。よろしくお

願いします。 

 学校施設のブロック塀につきまして点検を行

いまして、そのうち問題があった施設が２６施

設ございまして、その施設につきましては注意

喚起をですね、そのブロック塀に直接、「危な

い」とか「地震等が起きたときは注意をしてく

ださい」という注意喚起の張り紙をしておりま

す。 

 以上でございます。 

○委員（野﨑伸也君） わかりました。ちゃん

と子供たちちゅうか、そこにおられる方々にち

ゃんと伝わるようにですね、徹底のほうはお願

いしておきたいというふうに思います。とりあ

えず１回終わります。 

○委員長（上村哲三君） ほかにありません

か。 

○委員（橋本徳一郎君） ちょっと２つほどお

願いします。 

 泉第八小学校と泉小中学校をつなぐ遠隔授業

のシステムですね、これは具体的にどういった

ものなのかというのと、あと、中学校の不登校

やいじめ等の予防、早期発見に資するため、

hyper‐ＱＵというのがあるんですけど、これ

ちょっと私、勉強不足でわかんないので教えて

ください。 

○教育政策課長（機 智三郎君） おはようご

ざいます。（｢おはようございます」と呼ぶ者

あり）教育政策課の機でございます。 

 泉第八小学校と泉小中学校をつなぐ遠隔授業

システムについてということでございますが、

こちらのほう、イメージとしましては、テレビ

電話とかテレビ会議をイメージしていただくと

いいかと思います。お互いの状況を画面で確認

しながら、双方向型の、お互いの声も聞きなが

ら授業をするということで、その場でいるのに

近いような形で授業ができるというものでござ

います。 

○委員長（上村哲三君） もう一つ。 

○学校教育課長（西村 裕君） 学校教育

課、西村です。よろしくお願いします。 

 委員お尋ねの hyper‐ＱＵについて御説明申

し上げます。 

 まず、ＱＵテストということについて、まず
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初めに御説明申し上げますが、ＱＵといいます

のは、児童生徒の心理的な側面を質問紙を用い

て調査し、その結果から児童生徒理解をより深

める、いわゆるよりよい学校生活と友達づくり

のアンケートということになります。そのＱＵ

を用いますと、友達関係、学級の雰囲気、学習

の意欲など、やる気のあるクラスであるのかを

知る学級満足度尺度と、もう１つ、友達から認

められているのか、学級にその子の居場所があ

るのかを知る学校生活意欲尺度、この２つから

構成されております。hyper‐ＱＵにはその２

つの尺度に加えて、対人関係の基本的なルール

やマナーが守れているかなどの社会性と、積極

的に友達とかかわれているかなどのコミュニケ

ーション能力があるかを知るソーシャルスキル

尺度、いわゆる対人関係能力の尺度が加わって

まいります。 

 つまり、hyper‐ＱＵとは、児童生徒個人の

学校生活での満足度と意欲、そして、社会性や

コミュニケーション能力があるかどうかを知る

ことができ、あわせて、望ましい学級集団であ

るかどうかを知ることができるアンケートとい

うことになります。 

 以上です。 

○委員（橋本徳一郎君） まず、遠隔授業シス

テムのことなんですけど、結局、画面的にはも

う普通のモニターみたいな感じで、１つの教室

で対面するような感じになるっていう理解でよ

ろしいですか。 

○教育政策課長（機 智三郎君） モニターと

いいますか、一応今回の場合はプロジェクター

を使って、大きい画面で確認できるようにする

ように考えております。 

 以上でございます。 

○委員（橋本徳一郎君） ありがとうございま

す。 

 あと、hyper‐ＱＵについて、ありがとうご

ざいます。心理関係、個人の心理、エゴグラム

みたいなものと社会スキルみたいなのを組み合

わせたということですね。ちょっと１つ話を聞

きながら気になったのが、やはりこの回答は個

人の印象というか、自分の感覚での回答になる

ので、その辺の部分の、その回答だけによらな

いですね、第三者の目からのサポートなり何な

り、そういう意見があったほうがいいのかなと

いうふうに思いますが、ちょっとその辺は詳し

く見てみないとわかんないので、また後で教え

てください。 

○委員長（上村哲三君） ほかにありません

か。 

○委員（金子昌平君） コンクリートブロック

塀のことなんですけど、通学路の安全点検を学

校側とＰＴＡと保護者の方と、物すごいスムー

ズな流れで対応されたと思うんですけど、ほか

に連携した組織といいますか、住民自治だとか

校区長だとか、何かほかにお手伝いを要請した

ところはありますか。 

○学校教育課審議員（田北佳一郎君） 失礼

いたします。通学路安全点検につきましては、

本日とあした、警察のほうと一緒にですね、各

学校から防犯上大変心配のある場所をですね、

挙げていただいております。その中で、一応事

前に挙げていただいたものを警察と学校教育課

と市民活動政策課でですね、実際に現地に赴い

て、点検したほうがいい箇所についてさらにリ

ストアップをして、その中で、２日間かけて、

学校の立ち合いのもとですね、防犯上大変危険

な場所がどういうところなのかということを点

検して、その後、何か対策が必要であればその

対策を講じるというようなことで、警察、市民

活動政策課、学校教育課が連携して、現地ので

すね、安全点検を２日間で行っているところで

す。 

 その結果につきましては、また学校のほうに

も折り返し連絡をしまして、これはもう来年度

以降もですね、毎年春に交通安全関係のだけは
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やっているんですけれども、それに防犯上のも

のも加えて、毎年一緒にですね、安全点検を行

っていくという方向で連携して行うことにして

おります。 

 以上です。（委員金子昌平君「ありがとうご

ざいました」と呼ぶ） 

○委員長（上村哲三君） いいですか。ほかに

ありませんか。 

○委員（福嶋安徳君） 八代小学校のＩＣＴを

活用した授業研究の中で、公開授業を実施する

という形で出ておりますけれども、もともと八

代小学校においてはこのＩＣＴを使った授業に

ついてはすぐれた状況を、今、できているんで

すけれども、その上にまだ何かが、どういった

形でこの公開授業というのはなされるんでしょ

うか。 

○学校教育課長（西村 裕君） 今お尋ねの

とおり、八代小学校は昨年まで２年間、熊本県

教育委員会の指定のＩＣＴを活用した研究発表

を行ってまいりましたが、本年度、教育基金を

活用して１１月２日金曜日に自主公開授業を実

施するということにしております。そこで、こ

の基金を活用いたしまして、ＩＣＴの効果的な

活用を紹介するという実践事例集の作成、これ

を考えているところです。 

 予算には、その他消耗品、通常の授業で使用

いたします資料作成のための消耗品等入ってお

りますが、これまでの実績、これに今回、自主

公開授業を加えることで、八代市全域にその学

習成果を広めたいという熱い思いでございま

す。（委員福嶋安徳君「わかりました」と呼

ぶ） 

○委員長（上村哲三君） ほかにありません

か。 

○委員（鈴木田幸一君） これはですね、私が

ＰＴＡの役ばさせていただいたときのことなん

ですけれどもですね、今回はブロック塀を中心

に安全点検ということでしておられますけれど

も、実は私たちがＰＴＡ役員のころはですね、

保護者全体に呼びかけて、自分の学校校区内に

ある危険箇所を提出してくださいと。その提出

いただいたことに対して、教育委員会と学校と

私、ＰＴＡのほうと市のほう、あるいは土地改

良のほうに言って危険箇所を整備していただい

たという、そういうようなことで非常に喜ん

で、地域からももちろん喜んでいただきました

けれども、先取りをしたというかな、危険箇所

の先取りちゅうとをした経験があるんですけれ

ども、今回はブロック塀を中心にしておられま

すけれども、今後の対策として、そういった全

体的な危険箇所を見直すという、そういった方

向性の指導はしておられますかどうかというこ

とですが。 

○学校教育課審議員（田北佳一郎君） 失礼

いたします。委員おっしゃったようにですね、

各学校ではいろいろ取り組みをしていただいて

いるところですが、先ほどもちょっと述べまし

たけれども、学校教育課が中心となりまして、

毎年春に各校区で危険箇所がないかということ

で調査をかけて報告をしていただいておりま

す。昨年までは毎年危険箇所で上がってきたと

ころを警察、それから道路関係のところです

ね、県、それから国、それから市道、全て含め

て関係のところに現地に行っていただいて、安

全確認をして、早急に対応できるところについ

てはいろんな対応をして危険箇所を直していた

だいているところです。 

 毎年実施をしていたところなんですけれど

も、非常に八代市は広域ということで、なかな

か全域を回るのに大変だということで、今年度

から３年に１度、場所を区切りまして、今回は

この校区とこの校区とこの校区を回りますとい

うことで、３年に１度ずつ重点的に危険箇所を

点検するようにしております。 

 ただし、早急に対応したほうがいいという場

合につきましては、それはまた別途対応すると
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いうことで、春に挙げていただいて、今年度も

既に実施をしております。 

 その実施した場所につきましては、ホームペ

ージのほうでも公開をしておりまして、広く市

民の皆様にもどういうところを点検して、そし

てどういう対応をしたかということをお知らせ

するようにしております。 

 先ほども言いましたけれども、来年度以降は

それに防犯の部分もつけ加えて、総合的なです

ね、安全点検のほうを行っていくことにしてお

ります。 

 以上です。 

○委員（鈴木田幸一君） 今回の予算はです

ね、ブロック塀を中心としておりますけれども

ですね、そういったですね、先取りした、いわ

ゆる防犯なり、あるいは危険箇所に対する措置

というとをですね、いつも十分に心がけておら

れたほうがいいかなと思います。よろしくお願

いします。 

○委員長（上村哲三君） ほかにありません

か。 

○委員（野﨑伸也君） 済みません、またブロ

ック塀なんですけれども、全てにおいて一般財

源で対応するというような話をされとったんで

すけれども、これが国のほうからのですね、通

達によって、八代市のほうでは当初、多分する

つもりはなかったっかなというふうに私は感じ

とったんですけれども、その流れもちょっとお

話をいただきたいんですけれども、国のほうで

やってくれというのがある中で、国からの予算

措置というのは、今回のやつはもうないんだろ

うと思うとですけれども、今後の予定としてあ

りますか。 

○首席審議員兼教育施設課長（有馬健一君）

 ブロック塀の改修に係る財源につきまして

は、今、このブロック塀のですね、安全点検の

結果を文部科学省のほうに県を通じて報告して

おります。その中で、各学校のですね、改修費

にどのくらいの費用がかかるかというところま

で一応報告をしております。恐らく秋のです

ね、臨時国会でその補助をですね、予算化され

るような情報が入っておりますけども、その補

助の内容はですね、まだ詳細がこちらのほうに

まだ伝わってきておりませんで、もしかする

と、今、今年度の補正分もですね、その補助の

対象になる可能性があるというところがちょっ

と伝わっておりますけども、まだその詳細もま

だ入っておりませんので、もしかすると今回の

補正も対象となるということになれば、また財

源の補正がですね、必要になってくるかなと考

えております。 

 以上でございます。 

○委員長（上村哲三君） よろしいですか、野

﨑委員、それで。 

○委員（野﨑伸也君） 財源の話についてはま

だ未確定というようなところだろうと思うとで

すけど、多分ですね、国のほうからの通達があ

ってから全国的にやられてるということであれ

ば、どこの自治体もですね、教育費の厳しいと

いうのはありますんで、予算措置してくれるも

んだろうというふうに思ってますけれども、ま

たそういったことがありましたときにはまた御

紹介のほう、ちょっと報告のほうもよろしくお

願いしたいと思います。 

 済みません、ちょっと個別で聞きたいところ

がありまして、ブロック塀の関係で、中学校、

二中ですね。済いません、私の家の近くなん

で、申しわけないんですけれども、これ、いつ

から始めるのかということと、場所的に多分正

門側のほうというか、北側のほうのブロック塀

だろうというふうに思うとですよね。竹原神社

のほうのというふうに思うんですが、何か聞く

ところによると、ブロック塀を壊して、緑ちゅ

うか、網状のやつにみんな変えるんですよとい

うような話もちょこっと聞いたような気がすっ

とですが、実はあそこの壁がですよ、ことしだ
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ったと思うとですけれども、今まで何か絵を描

く下地で下書きしてあったんですけれども、今

年度ぐらいにちょっと、去年かな、年度末ぐら

いかことし初めか何かに、生徒さんたちがです

ね、色をつけられて、ちょっときれいに壁がで

すね、色づけられて、すごいいい感じになっと

っとですよ。それば崩してまですっとかなとい

うような思いがあったんで、どういったです

ね、対応されるのかなというふうな思いがあり

まして、いつから工事入るのかと、二中のとこ

ろ、やっぱりその緑のやつで壊してやってしま

うのかっていうのをちょっとお聞きしたいんで

すけど。 

○首席審議員兼教育施設課長（有馬健一君）

 今の御質問ですけども、今、おっしゃったよ

うに、二中の北側ですね、正門のほうのブロッ

ク塀、今年度の補正に上げてる分につきまして

は、その二中の生徒が描いた絵のところは外れ

ております。一応その絵の描いてあるところも

ですね、一応その改修の対象にはなってる、法

に不適合というところでの取り扱いになりま

す。 

 今年度行う部分につきましては、高さが１.

３５メートルから１.５メーターほどありまし

て、控え壁が必要な壁になりますので、その控

え壁が適正に基準どおりには設置されてないと

いうことで、控え壁が３.４メートル以内ごと

に設置しなければいけないという、かなり広い

間隔で控え壁が設置してあるということで、一

応全部もう撤去して、金網フェンスを設置する

という方法で改修を今考えております。部分的

にかなり劣化して穴のあいてる部分等もござい

ますので、あと、生徒が絵を描いてある部分に

つきましてはですね、一応学校とも一応相談を

させていただいておりまして、来年度ですね、

改修の方法で、今、学校側と調整をさせていた

だいております。 

 以上です。 

○委員（野﨑伸也君） わかりました。その描

いてある部分についても来年度は撤去するんだ

というような方向だろうって聞いたんですけど

も、控え壁ば後ろにつければ安心とかっていう

話ではなかっですか、そっちのほうの工事では

逃げられんとですか。どうなんですか。 

○首席審議員兼教育施設課長（有馬健一君）

 今回、この絵の描いてある部分につきまして

は１.２メートルを超えてないということで、

控え壁の基準的には合ってるんです。一応今回

ですね、この問題のある２６施設以外の６施設

があるんですけれども、それぞれ学校にいろん

なブロック塀がありまして、一応ブロック塀に

ついては全てですね、改修をするという方向

で、今、進んでおります。この劣化が余り進ん

でない、見た目、法的に適合してる２.２メー

トル以下のものであったり、控え壁も基準どお

りつけてありますけども、実はその中に鉄筋が

ですね、８０センチごとに縦と横に入れてなく

ちゃいけないと。あと、基礎が３０センチ以上

入ってなくちゃいけないというのが見た目上わ

からないのがですね、調査をしないといけない

ということで、その調査にまた費用がかかって

しまうというところで、今回、２６施設以外の

ブロック塀も全て改修したいということでの、

今、方針でございます。 

 このブロック塀がですね、いつ設置されたか

というのを正確な記録がですね、このブロック

塀については残っておりませんで、鉄筋がちゃ

んと入ってるか、また、長年――古いものにつ

きましては、中の鉄筋がですね、さびている可

能性があるということで、もうブロック塀につ

いては全て撤去ということで、他の自治体もそ

ういった取り組みもされておりますので、八代

市としても小中学校、幼稚園につきましてはで

すね、ブロック塀については全て改修をさせて

いただきたいという方向で、今、話を進めてい

るところでございます。 
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 以上でございます。 

○委員（野﨑伸也君） わかりました。先ほど

も御紹介したんですけれども、非常にですね、

何年もですね、下書きだけしてあってからです

ね、いつ本番で色ばつけらすとかなというふう

に自分たちも見とったんですけれども、色つけ

ばさしてですね、非常に景観的にもよくなっ

て、子供たちが描いてくれてよかったなという

ような思いがあって、非常に残念な思いがあっ

とですけれども、今ほどあったように来年度と

いうような話で、学校ともいろいろとですね、

調整しながら、描いてくれた生徒さんたちとか

ともちょっといろいろと話もきちんとしながら

進めていただければなというふうに思います。 

 済いません、別で質問ですけれども、要保

護・準要保護の就学援助事業というところで、

入学前に支給をするんだというようなことで、

小学校、中学校ということで予算上げてあっと

ですけれども、これまで就学前にということで

どういった声が上がってたのかということと、

これからちゅうか、入学前に支給するという、

なった経緯というかですね、そこら辺のとこを

ちょっと聞きたいんですけれども。 

○学校教育課教育支援係長（松田英里君）

 失礼いたします。学校教育課の松田と申しま

す。お尋ねの件につきましてお答えいたしま

す。 

 これまでの入学前支給についての声について

なんですが、できるだけ保護者の負担が軽くな

るように早目に支給をしてほしいという御意見

が多かったものですから、今回、補正予算に要

求させていただきました。 

○委員長（上村哲三君） いいよ。（学校教育

課教育支援係長松田英里君「はい」と呼ぶ） 

○委員（野﨑伸也君） 済いません、私が勉強

不足で申しわけないんですけど、これ、今回が

初めてですか。今回から入学前ということです

か。 

○教育部長（桑田謙治君） 先ほど説明があり

ましたように、入学前にぜひ援助費ですか、の

ほうを欲しいということで、保護者等からも要

望があったということですが、市議会のほうで

も質問等で要望が過去にあっておりまして、そ

ういうことで、今回、他市の状況も踏まえてで

すね、入学前の支給にしたいということで、予

算のほうをお願いをしたところです。 

 以上です。 

○委員（野﨑伸也君） わかりました。 

 あと、済いません。また後からでいいんです

けれども、基準となる、対象となる方々の要件

というか、そういったものとかをちょっと教え

ていただければと思いますんで、よろしくお願

いいたします。 

○委員長（上村哲三君） 資料提供をします

か。 

○委員（野﨑伸也君） 皆さん御存じなら。私

だけ知らん……。 

○委員長（上村哲三君） 資料提供は委員会に

諮らんといかんので。 

○委員（野﨑伸也君） じゃあ、資料提供をお

願いします。 

○委員長（上村哲三君） 皆さんにお諮りしま

す。ただいま野﨑委員より資料提供の申し出が

ありましたが、認めますか。 

（｢異議なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（上村哲三君） よろしいですか。じ

ゃあ、そのようにお願いしたいと思います。 

 ほかにありませんか。 

○委員（橋本幸一君） 先ほどの遠隔授業の件

ですが、泉の場合は八小が非常に離れていると

いうことで、ただ、本校については一体型の小

中学校ということですが、今回については八小

があるからこの遠隔授業をとられたのかという

ことですね。もしそうじゃなかったならば、ほ

かの分離型というのは、分離型の一貫校が本市

の場合多いわけですから、このシステムを今後
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も随時取り入れていかれる予定でおられるの

か、その辺を含めてお願いします。 

○教育政策課長（機 智三郎君） ただいま御

質問の件につきましては、まずは泉第八小学校

のほうがかなり遠距離にあるというところがご

ざいますし、特に山間部にございますので、冬

場とか積雪があったときとか、ＡＬＴの職員が

そこの場まで出かけるのに支障があるとかいう

場合がございますので、そこを解消する部分も

含めまして、まず導入というふうに考えていま

す。 

 今現在では、そのほかのところについての検

討というのは出していない状況でございます。 

 以上でございます。（委員橋本幸一君「わか

りました。結構です」と呼ぶ） 

○委員長（上村哲三君） ほかにございません

か。 

（｢なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（上村哲三君） それでは、以上で質

疑を終了します。 

 意見がありましたら、お願いします。 

○委員（野﨑伸也君） 先ほどもブロック塀の

関係言いましたけれども、よく学校のほうとも

協議して、生徒さんたちの納得を得られるよう

な形で進められてください。 

 あと、もう１点なんですけれども、八代小学

校のＩＣＴの件ですけれども、先ほども質問あ

りまして、視察もですね、委員会のほうでさせ

ていただいて、授業のほうですね、実際見せて

いただいて、非常にすばらしかったなというよ

うな思いがあって、これをやっぱりどんどんで

すね、八代市内のほうに全域に入れられるよう

にですね、取り組めるように、やっぱ早期に予

算化というか、そっちのほうも頑張ってやって

ほしいなというふうに思いますので、よろしく

お願いいたします。 

○委員長（上村哲三君） ほかにありません

か。 

（｢なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（上村哲三君） 以上で、第９款・教

育費及び第１０款・災害復旧費についてを終了

します。 

 小会します。 

（午前１０時４５分 小会） 

－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－ 

（午前１０時４６分 本会） 

○委員長（上村哲三君） 本会に戻します。 

 次に、歳出の第３款・民生費及び第４款・衛

生費について、健康福祉部から説明願います。 

○健康福祉部長兼福祉事務所長（丸山智子

君） おはようございます。（｢おはようござ

います」と呼ぶ者あり）本日は大変お世話にな

ります。 

 議案第１００号・平成３０年度八代市一般会

計補正予算・第６号のうち、第３款・民生費と

第４款・衛生費の健康福祉部所管分につきまし

て、次長の小林から詳細について御説明申し上

げますので、御審議方よろしくお願いいたしま

す。 

○健康福祉部次長兼福祉事務所次長（小林眞二

君） おはようございます。（｢おはようござ

います」と呼ぶ者あり）健康福祉部の小林でご

ざいます。よろしくお願いします。それでは、

失礼いたしまして、着座にて説明いたします。 

 それでは、別冊となっております議案第１０

０号・平成３０年度八代市一般会計補正予算・

第６号をお願いいたします。文教福祉委員会付

託分のうち、健康福祉部所管分について御説明

いたします。 

 まず、補正予算書の３ページをお願いいたし

ます。 

 第１表の歳入歳出予算補正の歳出でございま

すが、まず、款３・民生費の項１・社会福祉費

で、補正額１３９５万６０００円を追加し、補

正後の予算額は１０８億１９万６０００円に、

また、項２・児童福祉費で８３５万３０００円
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を追加し、補正後の予算額は９２億２１７２万

２０００円とし、民生費の総額は、２つ上にな

りますが、２３１億９６７０万６０００円とし

ております。 

 次に、款４・衛生費、項１・保健衛生費で８

５６８万１０００円を追加し、補正後の予算額

は１８億８０１７万６０００円とし、衛生費の

総額は、１つ上になりますが、３９億８１１７

万８０００円としております。 

 それでは、歳出の具体的な内容について説明

をいたします。 

 １５ページをお願いいたします。 

 まず、款３・民生費、項１・社会福祉費、目

１・社会福祉総務費で１３９５万６０００円を

計上しております。このうち節１３・委託料５

４万円は、説明欄にあります福祉総合システム

運用事業に要するもので、平成３０年４月施行

の障害者総合支援法等の改正に伴いまして、高

額障害福祉サービス等給付費の支給事務に係る

システムを改修するための経費でございます。

なお、特定財源として、国庫支出金が２分の１

あります。また、節１９・負担金補助及び交付

金１３４１万６０００円は、地域介護・福祉空

間整備等交付金事業として、市内にある高齢者

施設が行うスプリンクラーの設備の整備に要す

る費用の一部を補助するものでございます。平

成２７年４月施行の改正消防法に基づきまし

て、スプリンクラー設備の未設置の高齢者施設

に対し、設置に要する費用の一部を国が補助

し、整備を進めているところでございます。 

 今回は、新たに設置義務が生じた施設とし

て、有料老人ホームハッピーやちわ、同じくＦ

ＯＲＥＳＴ ＨＯＵＳＥの２施設と、設置義務

はありませんが、自主的に設置される有料老人

ホームあゆみの合わせて３施設に対し補助する

ものです。なお、特定財源として、国庫支出金

が１０分の１０でございます。 

 次に、中段の表になりますが、項２・児童福

祉費、目１・児童福祉総務費で８３５万３００

０円を計上しております。これは、説明欄にあ

ります母子家庭等自立支援対策事業におきまし

て、母子家庭の母または父子家庭の父が看護師

や介護福祉士等の資格取得のため、１年以上養

成機関で修業する場合に、修業期間中の生活の

負担軽減のために給付されます母子家庭等高等

職業訓練促進給付金の支給対象が本年度の制度

改正により拡充されたことによる増額分と、給

付金の新規申請者が当初見込みよりも増加した

ことにより生じた支給額の不足分を補正するも

のです。なお、特定財源として、国庫支出金が

４分の３ございます。 

 次に、下段の表になりますが、款４・衛生

費、項１・保健衛生費、目１・保健衛生総務費

で８５６８万１０００円を計上しております。

これは、市立病院の仮設外来診療棟の改修経費

等に係る経費の財源として病院事業会計へ繰り

出すものでございます。なお、特定財源はござ

いません。 

 以上、平成３０年度八代市一般会計補正予

算・第６号のうち、健康福祉部所管分の説明と

させていただきます。御審議よろしくお願いい

たします。 

○委員長（上村哲三君） 以上の部分について

質疑を行います。質疑はありませんか。 

○委員（野﨑伸也君） 民生費のですね、地域

介護・福祉空間整備等交付金事業ということ

で、新たにスプリンクラー設置ということであ

りますけれども、これは設置義務が生じた施設

が２施設、自主的につけられるところが１施設

というような説明だったと思うんですけど、こ

れ、補助率はどれぐらいなんですか。と、自主

的につくるところと義務があるところでは補助

率は違いますか。 

○長寿支援課長（鶴田洋明君） 国の１０分の

１０の補助でございます。 

 それから、設置義務があるところと自主的な
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ところにかかわらず、１０分の１０の補助率で

ございます。 

 以上です。 

○委員長（上村哲三君） よかですか。 

○委員（野﨑伸也君） わかりました。 

 あと、よかですか、引き続きで。済いませ

ん。 

 自主的に設置するっていうところは、もう市

内ではやっぱり膨大にその施設というのはある

わけですかね。設置せんでよかけんが自主的に

さすとやろうばってんがですよ、義務は生じと

らんばってん、今回のこのあゆみさんのよう

に、自主的に、――まだ未設置の部分というの

はやっぱりかなりの数があるんですかね。 

○長寿支援課長（鶴田洋明君） 補足させてい

ただきますが、設置義務が生じてるのがです

ね、介助がなければ避難が困難な入居者、つま

り要介護３以上のですね、方が半数以上入居し

ている施設が設置義務が生じることになりま

す。 

 それで、自主的にされるというのは、まだ入

居者がですね、そんなに重度な介護が必要な方

ではないというところでございます。 

 具体的な、まだ、有料老人もたくさんござい

ますのでですね、補助協議があったときにはで

すね、全有料老人ホームのほうにですね、調査

をかけております。 

○委員（野﨑伸也君） 質問じゃないんですけ

ど、そういった未設置の施設とかっていうとこ

ろに対して、多分、知っとんなっとは思うとで

すけれども、改めて、こういった補助事業があ

るんですよとかっていう御案内のほうもされて

ます。 

○長寿支援課長（鶴田洋明君） はい。周知を

しております。（委員野﨑伸也君「わかりまし

た。オーケーです」と呼ぶ） 

○委員長（上村哲三君） ほかにありません

か。 

○委員（金子昌平君） 母子家庭の件でお伺い

させていただきたいんですけど、支援対象拡充

による増額ってございますが、これはどのぐら

い増額をされたのかというのと、一旦准看に行

かれてて、そのまま引き続き行かれる方が対象

なのか、一旦就職をされて間があいても、今、

２年生だったりとかしても、これ、もらえるの

かっていうのをちょっとお聞きしたいです。 

○理事兼こども未来課長（田中かおり君） 制

度改正に伴う増額分でございますけれども、７

名の方が制度改正に伴い対象となっておりま

す。高看のほうにですね、引き続き、就学され

た方が対象となっております。 

 以上です。（｢金額」と呼ぶ者あり） 

 増額分の金額ですけれども、６９５万２００

０円となっております。（｢もう少し」と呼ぶ

者あり） 

○委員長（上村哲三君） 小会します。 

（午前１０時５７分 小会） 

－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－ 

（午前１１時０３分 本会） 

○委員長（上村哲三君） 本会に戻します。 

○理事兼こども未来課長（田中かおり君） 委

員お尋ねのですね、准看を卒業されて、一旦就

職されて、また正看を目指されるという方につ

きましては、この制度は准看を卒業して引き続

きですね、看護師の資格を目指されて高看に通

われる方が対象ですので、対象となりません。 

 それとまた、現在、准看を卒業されて正看に

進まれたとして、２年目の方についてもです

ね、この制度が３０年４月からの適用になりま

すので、昨年正看に進まれた方は対象となりま

せん。 

 以上です。（委員金子昌平君「わかりまし

た。ありがとうございます」と呼ぶ） 

○委員長（上村哲三君） 金子委員、よろしい

ですか。 

○委員（金子昌平君） はい、ありがとうござ
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います。 

○委員長（上村哲三君） ほかにありません

か。 

（｢なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（上村哲三君） 以上で質疑を終了し

ます。 

 意見がありましたら、お願いします。 

（｢なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（上村哲三君） なければ、これより

採決いたします。 

 議案第１００号・平成３０年度八代市一般会

計補正予算・第６号中、当委員会関係分につい

ては、原案のとおり決するに賛成の方の挙手を

求めます。 

（賛成者 挙手） 

○委員長（上村哲三君） 挙手全員と認め、本

案は原案のとおり可決されました。 

 小会します。 

（午前１１時０５分 小会） 

－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－ 

（午前１１時０８分 本会） 

◎議案第１０１号・平成３０年度八代市国民健

康保険特別会計補正予算・第２号 

○委員長（上村哲三君） 本会に戻します。 

 次に、議案第１０１号・平成３０年度八代市

国民健康保険特別会計補正予算・第２号につい

て、説明願います。 

○健康福祉部長兼福祉事務所長（丸山智子

君） 引き続きまして、議案第１０１号・平成

３０年度八代市国民健康保険特別会計補正予算

の第２号につきましては、国保ねんきん課長の

岩瀬から御説明申し上げますので、御審議よろ

しくお願いいたします。 

○国保ねんきん課長（岩瀬隆敏君） おはよう

ございます。（｢おはようございます」と呼ぶ

者あり）国保ねんきん課、岩瀬でございます。

失礼して、着座にて説明させていただきます。 

 それでは、お手元にございます議案第１０１

号・平成３０年度八代市国民健康保険特別会計

補正予算・第２号について、御説明いたしま

す。 

 補正予算書の１ページをお願いいたします。 

 歳入歳出予算の補正といたしまして、第１条

のとおり、歳入歳出予算の総額にそれぞれ１６

０２万５０００円を追加し、歳入歳出予算の総

額をそれぞれ１８２億３５８９万９０００円と

するものでございます。 

 内容につきましては、５ページをお願いいた

します。 

 下段の歳出から御説明いたします。 

 款６・諸支出金、項１・償還金及び還付加算

金、目１・償還金で、節２３・償還金利子及び

割引料１６０２万５０００円でございます。こ

れは、社会保険診療報酬支払基金から平成２９

年度に概算で交付されておりました退職者の医

療費に対する交付金である療養給付費等交付金

につきまして、実績に基づき精算した超過交付

分を返還するものでございます。 

 次に、上段の歳入でございます。 

 款１、項１・国民健康保険税、目１・一般被

保険者国民健康保険税の１６０２万５０００円

は、歳出の補正財源とするものでございます。 

 以上、議案第１０１号・平成３０年度八代市

国民健康保険特別会計補正予算・第２号につい

ての説明を終わります。御審議のほど、よろし

くお願いいたします。 

○委員長（上村哲三君） 以上の部分について

質疑を行います。質疑はありませんか。 

○委員（橋本徳一郎君） 退職者医療交付金と

いうことは、国保の退職者保険ということでよ

ろしいんでしょうか。 

○国保ねんきん課長（岩瀬隆敏君） 国保の退

職者に該当される方の分ということになりま

す。（委員橋本徳一郎君「はい、わかりまし

た」と呼ぶ） 

○委員長（上村哲三君） ほかにありません
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か。 

（｢なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（上村哲三君） 以上で質疑を終了し

ます。 

 意見がありましたら、お願いします。 

（｢なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（上村哲三君） なければ、これより

採決いたします。 

 議案第１０１号・平成３０年度八代市国民健

康保険特別会計補正予算・第２号については、

原案のとおり決するに賛成の方の挙手を求めま

す。 

（賛成者 挙手） 

○委員長（上村哲三君） 挙手全員と認め、本

案は原案のとおり可決されました。 

                              

◎議案第１０７号・熊本県後期高齢者医療広域

連合規約の一部変更について 

○委員長（上村哲三君） 次に、事件議案の審

査に入ります。 

 議案第１０７号・熊本県後期高齢者医療広域

連合規約の一部変更についてを議題とし、説明

を求めます。 

○健康福祉部長兼福祉事務所長（丸山智子

君） それでは、事件議案の第１０７号・熊本

県後期高齢者医療広域連合規約の一部変更につ

きまして、国保ねんきん課長の岩瀬から引き続

き御説明させていただきます。 

○国保ねんきん課長（岩瀬隆敏君） 国保年金

課、岩瀬でございます。引き続き、よろしくお

願いいたします。着座にて失礼いたします。 

 議案書の３３ページをお願いいたします。 

 議案第１０７号・熊本県後期高齢者医療広域

連合規約の一部変更について御説明申しあげま

す。 

 説明につきましては、別冊でお配りしており

ました、右上に議案第１０７号資料とございま

す資料にて説明させていただきます。 

 まず１つ目ですが、規約変更の主旨でござい

ますが、広域連合議員の定数及び任期並びに議

員選挙の方法を見直すため、広域連合規約の一

部を変更するものでございまして、この規約の

変更には、地方自治法の規定により、関係地方

公共団体の議会の議決を経なければならないこ

とから、今回、本議案を提出するものでござい

ます。 

 なお、この後期高齢者医療広域連合と申しま

すのは、後期高齢者医療制度の運営のため、各

都道府県を１つの単位としまして、全市町村の

加入により設立されている特別地方公共団体で

ございます。４７都道府県に１つずつございま

す。 

 次に２つ目、規約変更案の概要でございます

が、現行の規約では、表に示しております現行

の列に書いてありますとおりでございまして、

議員定数は３２名で、構成は市長８名、市議会

議員８名など、市長会や市議会議長会など４団

体の推薦等により選出されまして、任期は２年

と定められております。 

 このように、広域連合議員の構成が県内全市

町村ではないことから、広域連合を構成する全

ての市町村の意見が広域連合の制度運営に反映

できるようにするため、表の右側、変更案に書

いてありますように、議員定数を構成市町村各

１名の選出による４５名、選出方法は、各市町

村議会における選挙など、地方自治法に基づく

選出によるものとし、その任期につきまして

は、市町村の長または議員の任期とするもので

ございます。 

 次に３つ目、規約変更による影響でございま

すが、現行の規約において煩雑でございました

広域連合議員の選出方法が簡素化されることと

なります。 

 現行の規約では、団体または個人の推薦を受

けた方が議員定数を超えると、全ての市議会ま

たは町村議会において選挙を行うこととなって
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おり、また、広域連合議員の任期が各市町村長

または議員の任期と異なりますことから、年数

回補欠選挙が行われておりますが、規約変更後

は、欠員となった市町村のみで選出いただくこ

ととなります。反面、広域連合議員の定数が１

３名ふえますことから、広域連合議会の運営経

費がかさむこととなります。 

 また、八代市としましては、現在、市長会の

団体推薦により市長が広域連合議員となってお

りますが、規約変更後は、市議会において市長

または市議会議員の中から１名を選出いただく

こととなります。 

 次に４つ目、今後の主なスケジュールでござ

いますが、この規約変更は、全構成市町村の議

会での同文の議決が必須となっておりますの

で、全ての市町村で同文議決後、広域連合から

県に許可申請を行います。順調にいきますと、

１１月ごろ県の許可を得まして、変更後の広域

連合規約が施行となり、１２月議会において広

域連合議員を１名選出いただきまして、２月に

新たに選出された議員により広域連合議会が開

催されることとなります。 

 なお、２ページ以降は広域連合規約の新旧対

照表となっておりますが、説明は省略させてい

ただきます。 

 御審議のほど、よろしくお願いいたします。 

○委員長（上村哲三君） 以上の部分について

質疑を行います。質疑はありませんか。 

（｢なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（上村哲三君） ないようでしたら、

以上で質疑を終了します。 

 意見がありましたら、お願いします。 

○委員（橋本徳一郎君） 選出の方法がもう広

域から各自治体の選出ということになるという

ことで、選挙で言えば大選挙区から小選挙区に

変わるという形になるかなと思うんですけど、

各議会の構成で選ばれる議員が、大体会派ごと

に、会派が多いところが選ばれるかなというふ

うな印象があるんですけども、ちょっと少数意

見とかがですね、なかなか上がりにくい、逆に

上がりにくくなるんじゃないかなというふうに

思いますので、その辺は考慮されたほうがいい

のかなと思います。どちらかというと少数意見

は今までのほうが通りやすかったと私は思いま

すので、これについてはちょっと私は反対して

おきます。 

○委員長（上村哲三君） 意見ですね。 

○委員（橋本徳一郎君） 意見です。 

○委員長（上村哲三君） 今、誤解が１つあっ

たっじゃなかかな。 

○委員（橋本幸一君） これについては必ずし

も議員が出るというわけじゃないと思うわけで

すね。市長もしくは議員ということで、それぞ

れ自治体でこれが決定されたならば、どちらへ

出すかということをまた議会で議論していかな

ければならないということで、今、橋本徳一郎

委員の提案というのは、ちょっと一歩、時期尚

早というか、そういう思いもするわけですね。

まずはこれでいきましょうかという、市長もし

くは議員でそれぞれの自治体から１名ずつ出す

ということは、私はそれぞれの自治体で意見が

言えることですから非常に、まあ、いいことか

なと。それは思います。 

○委員長（上村哲三君） 小会します。 

（午前１１時２０分 小会） 

－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－ 

（午前１１時２１分 本会） 

○委員長（上村哲三君） 本会に戻します。 

○委員（橋本徳一郎君） 失礼しました。先ほ

どの発言、ちょっと行き過ぎた部分がありまし

たので、各自治体からの意見を反映するという

ことも含めてですね、少数意見も十分酌み取っ

ていただきたいと思います。 

○委員長（上村哲三君） ほかにありません

か。 

（｢なし」と呼ぶ者あり） 
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○委員長（上村哲三君） なければ、これより

採決いたします。 

 議案第１０７号・熊本県後期高齢者医療広域

連合規約の一部変更については、可決するに賛

成の方の挙手を求めます。 

（賛成者 挙手） 

○委員長（上村哲三君） 挙手多数と認め、本

案は可決されました。 

 小会します。 

（午前１１時２２分 小会） 

－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－ 

（午前１１時２４分 本会） 

◎議案第１０３号・専決処分の報告及びその承

認について（平成３０年度八代市一般会計補正

予算・第４号（関係分）） 

○委員長（上村哲三君） 本会に戻します。 

 次に、議案第１０３号・平成３０年度八代市

一般会計補正予算・第４号中、当委員会関係分

に係る専決処分の報告及びその承認についてを

議題とし、説明を求めます。 

○教育部長（桑田謙治君） お世話になりま

す。議案第１０３号・専決処分の報告及びその

承認について、和久田部次長から説明をいたし

ます。よろしくお願いいたします。 

○教育部次長（和久田敬史君） それでは、議

案第１０３号、専決処分をいたしました案件に

つきまして、着座にて説明をさせていただきま

す。 

 議案書の１ページをお願いいたします。 

 本案件は、地方自治法第１７９条第１項の規

定により専決処分をした案件につきまして、議

会に報告し、承認を求めるものでございます。 

 専決処分を行いましたのは、平成３０年度八

代市一般会計補正予算・第４号でございまし

て、このうち教育委員会所管分につきまして

は、１４ページをお願いいたします。 

 款１０・災害復旧費、項３・文教施設災害復

旧費、目１・公立学校施設災害復旧費に２０３

万３０００円を補正したものでございます。こ

れは、７月５日から７日にかけまして梅雨前線

豪雨により発生した二見中学校西側ののり面崩

壊に伴う災害復旧を早急に行う必要があり、測

量設計に係る経費２０３万３０００円を７月２

０日に専決処分したものでございます。内容

は、全額が測量設計に関する委託料で、特定財

源として市債、災害復旧事業債２００万円を予

定いたしております。 

 以上、御報告させていただきます。御承認よ

ろしくお願いいたします。 

○委員長（上村哲三君） 以上の部分について

質疑を行います。質疑ありませんか。 

（｢なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（上村哲三君） ないようでしたら、

以上で質疑を終了します。 

 意見がありましたら、お願いします。 

（｢なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（上村哲三君） なければ、これより

採決いたします。 

 議案第１０３号・平成３０年度八代市一般会

計補正予算・第４号中、当委員会関係分に係る

専決処分の報告及びその承認については、承認

するに賛成の方の挙手を求めます。 

（賛成者 挙手） 

○委員長（上村哲三君） 挙手全員と認め、本

案は承認されました。 

 小会します。 

（午前１１時２６分 小会） 

－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－ 

（午前１１時２７分 本会） 

◎議案第１０９号・八代市坂本地域福祉センタ

ー条例等の一部改正等について 

○委員長（上村哲三君） 本会に戻します。 

 次に、条例議案の審査に入ります。 

 議案第１０９号・八代市坂本地域福祉センタ

ー条例等の一部改正等についてを議題とし、説

明を求めます。 
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○健康福祉部長兼福祉事務所長（丸山智子

君） それでは、議案第１０９号・八代市坂本

地域福祉センター条例等の一部改正等というこ

とで、昨年度から所管事務調査等でですね、御

報告を申し上げてまいりました指定管理者制度

を含め、デイサービス事業の廃止等を含めまし

ての地域福祉センターの今後についてというこ

とで、条例改正を提案させていただいておりま

すので、御審議のほうをよろしくお願いいたし

ます。 

○健康福祉政策課長（續 良彦君） おはよう

ございます。（｢おはようございます」と呼ぶ

者あり）健康福祉政策課長の續でございます。 

 それでは、議案第１０９号・八代市坂本地域

福祉センター条例等の一部改正等につきまし

て、その概要の御説明をいたしたいと思いま

す。着座にて失礼して説明させていただきま

す。 

 議案書は、ページの３７ページから４３ペー

ジとなりますが、本日別途配付をいたしており

ます、右上のほうに議案第１０９号関係資料と

打っておりますが、八代市坂本地域福祉センタ

ー条例等の一部改正等についてという、このよ

うな資料を御用意しておりますが、こちらのほ

うに沿って御説明のほうをいたしたいと思いま

す。 

 まず、資料の１ページのほうをごらんくださ

い。 

 まず、今回の改正内容でございますが、６月

議会での文教福祉委員会所管事務調査におきま

して御説明をさせていただいたところでござい

ますが、坂本地域福祉センター、鏡老人デイ・

サービスセンター及び東陽地域福祉保健センタ

ーで実施をいたしておりますデイサービス事業

の廃止に伴うものでございまして、あわせて、

各地域の地域福祉センター等の施設の間で規定

が統一されておりませんでした休館日や利用権

の譲渡などの禁止事項、あるいは使用料の還付

などに関する規定の統一を図るため、関係条例

の改正及び廃止を行うものでございます。 

 ２番目の改正理由でございますが、こちらも

６月の所管事務調査で説明をいたしました分と

重複いたしますが、現在、本市ではデイサービ

ス事業を坂本、鏡、東陽、泉及び五家荘地域に

おいて実施をしておりまして、各地域福祉セン

ターなどの管理とあわせまして、八代市社会福

祉協議会に指定管理を行っているところでござ

います。利用者の減と介護報酬の改定等により

まして、年間約２５００万円の赤字運営となっ

ている状況でございます。また、平成１２年の

介護保険導入時に比べまして、デイサービスを

行います民間事業者の参入が促進され、近隣の

民間事業者も増加いたしましたことから、若干

供給過多の状況にあると思われるところでござ

います。 

 こうしたことから、これまでデイサービス事

業における本市の先鞭役としての役割は終えつ

つあると判断いたしまして、民間事業者が近隣

にない泉、五家荘地域を除きまして、坂本、鏡

及び東陽地域におきまして、本市が行っており

ますデイサービス事業を廃止するものでござい

ます。 

 ３番目の施行期日につきましては、廃止の予

定を平成３１年３月３１日といたしているとこ

ろでございますので、平成３１年４月１日から

の施行ということにいたしております。 

 次の２ページにつきましては、各地域福祉セ

ンターなどで行っております事業につきまし

て、今回、改正に伴います事業の変更内容をま

とめたものでございます。 

 また、３ページにはその改正内容の詳細を記

載しておりますので、こちらで順次説明をして

まいりたいと思います。 

 なお、４ページ以降につきましては、新旧対

照表を添付いたしているところでございます

が、説明のほうは省略させていただきます。 
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 では、まず３ページの１点目でございます

が、まず、デイサービス事業の廃止に伴いまし

て、実施事業の変更などを行います。これは、

坂本地域福祉センター及び東陽地域福祉保健セ

ンターの条例に規定されております実施事業の

中から、デイサービス事業の廃止に伴いまして

文面を削除するものです。また、単独で設置条

例を設けております鏡老人デイ・サービスセン

ターにつきましては、条例そのものを廃止をい

たします。 

 ２点目は、デイサービス事業の廃止に伴いま

す休館日の変更でございまして、これまでデイ

サービス事業を実施する関係上、坂本、東陽、

鏡の地域福祉センターなどでは土曜日と祝日に

つきましても開館をいたしておりましたが、デ

イサービス事業を廃止することに伴いまして、

これらを休館日とするものでございます。 

 ３点目は、デイサービス事業廃止に伴います

使用料の変更で、これは、坂本の地域福祉セン

ターで、デイサービス利用の時間帯の合間で入

浴設備を利用する場合の一般利用料金を設定を

いたしておりましたが、事業廃止に伴いまして

入浴設備も使用しなくなることに伴いまして、

一般利用料金の設定を廃止するものでございま

す。また、鏡の老人デイ・サービスセンターに

おきましても同様に、施設廃止に伴いまして、

一般利用を廃止するものでございます。 

 次に４点目は、各地域福祉センター等の施設

間の規定の統一でございまして、鏡地域福祉セ

ンターの利用時間を、ほかの地域福祉センター

に合わせまして午前９時から午後５時までに変

更するほか、年末年始の休館日を１２月の２９

日から翌年１月３日に統一する変更、あるいは

利用権譲渡などの禁止事項など、各施設間で統

一されていなかった規定を統一するものでござ

います。 

 ５点目のその他といたしまして、柿迫生きが

いセンターの使用料につきまして、これまで同

センター条例施行規則のほうで金額を設定いた

しておりましたが、他の施設と同様に、条例で

規定するように修正を行っております。 

 以上が、議案第１０９号・八代市坂本地域福

祉センター条例等の一部改正等についての御説

明となります。 

 御審議のほど、よろしくお願いいたします。 

○委員長（上村哲三君） 以上の部分について

質疑を行います。質疑はありませんか。 

○委員（橋本徳一郎君） デイ・サービスセン

ターが廃止になるということですけど、今まで

利用されてた方、来年の３月ということですけ

ども、そういった方の移行というか、そういっ

た部分はうまくいってるのかなというのが１つ

ですね。あと、もう１つ、閉館された後の施設

利用ですね、はどういうふうにされるのかとい

うのをお聞きしたいと思います。 

○健康福祉政策課長（續 良彦君） まず１点

目の、今、利用されている方の説明等の状況と

いうことでよろしいかと思いますが、現在です

ね、社会福祉協議会のほうから各利用者さんの

ほうにつきましては御説明のほうを差し上げて

おります。例えば週の何日かのうち２回程度は

希望されるデイ・サービスセンターのほうを利

用されたりとか、そういうふうにして、順次、

移行についてのですね、作業を進めているとこ

ろでございます。 

 ２点目の、施設の後の利用ということになり

ますが、現時点では後を何かに使うというよう

な予定はございません。ただ、どうしても風呂

の設備とかそういったものにつきましては、常

時使っていないとどうしても衛生面とかの問題

もありますので、この件については、まだ、今

の段階ではそのまま使用しないで置いておくよ

うな状態になります。ただ、その後、こういう

ような使い方をしたいとかというような御意見

等がもしあるようでしたら、前向きに検討して

まいりたいというふうに考えております。 
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 以上でございます。 

○委員長（上村哲三君） よろしいですか。 

○委員（橋本徳一郎君） 坂本の業者の方にも

ちょっと聞いたんですが、もう既に閉めるとい

うのが聞いててですね、ケアマネさんももう、

できるだけそっちじゃなくてほかのところにと

いうふうな話も聞いてますので、その話が割と

浸透してるのかなと思いまして。 

○委員長（上村哲三君） 業者というと、民間

のですか。 

○委員（橋本徳一郎君） 民間のですね。は

い。ちょっと私、話を聞くことがありましたの

で。 

○委員長（上村哲三君） 質問じゃないです

ね。 

○委員（橋本徳一郎君） はい。 

○委員長（上村哲三君） ほかにありません

か。 

○委員（鈴木田幸一君） 鏡デイ・サービスセ

ンターのですね、一般入浴も廃止ということに

なっておりますけど、実はですね、鏡は４月に

ですね、鮒取りの神事ちゅうことで鮒取り祭り

があっとですよ。その参加した方々は、この福

祉センターのほうでですね、そこでお風呂に入

ってきれいに洗い流すというとを今までしてお

ったんですけれども、その辺のことについては

どのような対応ば考えておられるんですかね。 

 前はですね、あったんですよ、鏡にも公衆浴

場が。ところがもう鏡のところのデイ・サービ

スセンターができて、風呂を一般に利用させる

ようになってから、その風呂屋のほうももう廃

業してしもうて、今は１軒もないもんだから。

お願いします。 

○健康福祉部長兼福祉事務所長（丸山智子

君） まだちょっと個別のことになりますので

ですね、またそのとき改めてそういう御相談が

あれば検討させていただきたいと思いますが、

先ほど課長も申し上げましたように、もうお風

呂の設備そのものはデイサービスで使わないと

いうことになりますと、管理、メンテもしない

状態になっておりますので、使える状態にある

かどうかというところもですね、一つの判断基

準になるのかなとは思いますが、まだちょっと

今の段階ではですね、その部分をどうしますと

いうふうな明確なお答えがちょっとできません

ので、申しわけありません。 

○委員長（上村哲三君） よろしいですか。 

○委員（鈴木田幸一君） よかです。 

○委員長（上村哲三君） ほかにありません

か。 

○委員（野﨑伸也君） ちょっと確認でお聞き

したい部分がありました。今、社協のほうにで

すね、指定管理委託されてるということでした

けれども、年間でいいです、済いません、確認

です。幾らで出しとったですか。 

○健康福祉政策課長（續 良彦君） 済いませ

ん、３０年度の予算でいきますと、全施設で合

わせまして４９００万程度になります。これは

３０年度予算ということになりますけれども、

このうちですね、坂本が、地域福祉センターが

３５０万程度、デイ・サービスセンターが今回

廃止になりますのが１２１５万７０００円とな

ります。鏡につきましては、デイサービスにつ

きましてが４２万６０００円のマイナスになり

ますが、これも廃止となります。東陽につきま

してが２８８万２０００円となります。 

 デイサービスの分につきましては、今回廃止

することに伴いまして、この分は来年からは必

要なくなるということになります。 

○委員（野﨑伸也君） わかりました。社協と

のですね、廃止するということになると、今言

われた金額のほうは来年から減りますよという

ことですので、社協のほうも運営的にちょっと

困られる部分があるんじゃないかなと思ったん

ですけども、何かそういった話し合いの中で、

社協からの何か提案とか何かいろいろ、御意見
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とかはありました。ありませんか。なからんば

別によかですけど。 

○健康福祉政策課長（續 良彦君） 野﨑委員

さんお尋ねのように、今回、デイサービスのほ

うを廃止するということに伴いまして、社協と

してはそれだけ委託料収入はなくなるというこ

とになりますが、それ以上にもともとの経費の

ほうがかかっておりましたということがござい

ますので、そのあたりも今度、社協のほうの負

担がなくなるということになりますので、プラ

スとマイナスでいきますれば、若干社協にとっ

ては経営状況自体はプラスのほうになる要素に

なるのかなということではあります。 

 ただ、残りの施設の指定管理等につきまして

は、また来年度に向けて、今、協議を行ってい

るところでございますので、一応委託につきま

しては、現在の実際使っております経費等も考

えまして、料金の設定を行いたいというふうに

考えているところでございます。 

○委員（野﨑伸也君） 今の説明からいくと、

社協さんのほうは委託を受けてたんですけど、

いろいろ経費がかかっとって、そんなもうけと

かそういうのはなかった、むしろマイナスだっ

たというようなことで、何か今、私は受け取っ

たんですけれども、それがプラスマイナスで、

今回、逆に社協のほうもよくなるというふうな

ことで理解してよろしいんですね。 

○健康福祉政策課長（續 良彦君） 指定管理

につきましては、こちらの方向で基準を設定い

たしまして、金額を設定をいたして契約をする

ということになっておりますが、当然その後の

介護報酬あたりの変動に伴いまして、社協にと

りましてはプラスになるときもあればマイナス

になるときもあると。現在、その全施設の中で

合計で行っておりますけど、そのうち、やはり

どうしても坂本あたりではもうかなり赤字の部

分が大きかったということがございましたの

で、その分の負担というのが解消されるという

ことになりますので、そのあたりは社協の経営

上としてはプラスに転じる要素ではあるという

ふうに考えるところでございます。 

○委員（野﨑伸也君） わかりました。ほかの

施設の利用料の関係もちょっと今、言及された

んですけれども、改定をまた考えてるというよ

うなところですかね。 

○健康福祉政策課長（續 良彦君） 実際にで

すね、利用料につきましては、地域福祉センタ

ー等につきましてはほぼ減免でございますの

で、利用料収入というのはほとんどない状況で

ございます。デイサービスの介護収入は今まで

ありましたけども、それは指定管理の中で社協

のほうの収入となっていたということですが、

それにつきましてはもうデイサービスがほとん

どでございまして、実際の施設の利用料金とい

うのはもう、ほぼ皆無に等しいという状況でご

ざいます。 

○委員（野﨑伸也君） わかりました。ありが

とうございます。 

○委員長（上村哲三君） ほかにありません

か。 

○委員（橋本幸一君） 今回のこのデイサービ

スの廃止って、やっぱり周辺部の地域なもんだ

から、非常に利用者というのは戸惑っておられ

ると思うんですね。その中で、何かというと、

やっぱり社協というのは非常に大きな位置づけ

を持っとったわけですね、逆に言えば。今回デ

イサービスが廃止されるということになれば、

今後、社協の方向性というのをやっぱりしっか

り、何て言いますかな、行政としてもある程度

バックアップしていかないと、これはもうなく

てはならない団体ではありますから。それにつ

いてはどうお考えでしょうか。 

○健康福祉部長兼福祉事務所長（丸山智子

君） 今、副委員長おっしゃったとおりです

ね、社協は地域福祉の核となる団体ということ

でですね、非常に地域にとっては非常に必要な
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部分であるということは十分認識いたしており

ます。 

 社協のほうも経営状況等も苦しいというとこ

ろもあって、今回、デイサービスとか介護保険

事業からの撤退ということもあるんですが、そ

の分、マンパワーのほうは地域福祉のほうに重

点を置いて今後も事業展開をしていくというこ

とでですね、八代地域、広いところでですね、

各市町ごとに社協のほうもですね、支所を置い

ているというところでございます。実際のとこ

ろ厳しい部分はあるようではありますが、これ

までどおりですね、住民の皆様にはそのあたり

で不利益が生じないようにということでです

ね、引き続き社協のほうの業務はとり行ってい

くというところでお話は聞いております。 

○委員（橋本幸一君） 一例言いますと、日赤

の募金とかいろんなことを社協さんがそれぞれ

の校区ごとにされとったんですが、あれは結局

はどのような体系でこうなるんですか。 

○健康福祉部長兼福祉事務所長（丸山智子

君） そのあたりに関しまして、取り扱いが変

わるというようなことは、今の段階では特に聞

いてはおりません。今までどおり、社協の職員

が各支庁には常駐しまして、受けていくと。 

○委員（橋本幸一君） じゃあ、今、それぞれ

の東陽、坂本、鏡については、社協の職員さん

は常駐しておられるということで理解していい

んですか。 

○健康福祉政策課長（續 良彦君） 一応今回

のですね、デイサービスの廃止に伴いまして

も、社協の支所というのはそのまま残ります。

ですので、社協の支所には職員が必ず１名はい

るような体制はとりたいというふうに考えてお

りますので、お話がありましたような日赤の募

金だとか、そういったものにつきましても随時

対応できるような体制はとりたいというふうに

考えております。 

○委員（橋本幸一君） いろんな国の施策の、

例えば介護、これ以上介護度が上がらないよう

にとか、予防介護といいますかですね、そうい

う方面でも恐らく社協の皆さん、頑張っていた

だくことと思うんですが、私も今、それぞれの

地区には残られるということで安心したわけで

すが、結局はそこにはまた人件費が発生するわ

けですが、その辺も今後の方向性としては私は

賛成ですが、人件費の絡みについてはしっかり

社協と八代市とは十分意思疎通されてですね、

うまくいくような体系をとっていただきたいと

思います。ありがとうございました。 

○委員長（上村哲三君） ただいまのは意見と

してよろしいですね。 

○委員（橋本幸一君） はい。 

○委員長（上村哲三君） じゃあ、そのように

捉えてください。 

 ほかに質疑はありませんか。 

（｢なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（上村哲三君） 意見があったらお願

いします。 

○委員（橋本幸一君） 以前、事業仕分けで、

かなり社協のいろんな、例えば福祉バスとか、

あれが切られた経緯があるんですが、先ほど、

今、言いますと、これから地域に根差した、そ

れからいろんな、何といいますか、介護度が上

がらないようにとか予防介護にということを、

地域に密着した事業だったらですね、もう一回

事業仕分けで廃止になったあの項目を洗い出す

必要があるんじゃないかな。 

 あの当時は、やはりデイサービスが非常にう

まくいっていて、経費的にもかなりいい収益を

上げておられたから、かなり切られたという感

じがあるんですが、そこはまた、今、状況がこ

れだけ変わってくれば、その辺の見直しという

のも私は必要と思いますので、ぜひそこをお願

いしたいと思います。 

○委員（野﨑伸也君） さっき橋本委員も言わ

れたんですけども、社協のですね、存在意義と
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いうのが、やはりこれまでの社会福祉の関係も

市に変わってですね、やっていただいてきたっ

ていうような歴史もあるというふうに思うんで

すよね。いろんな分で民間がまだ出てこない中

でいろいろなことを先駆的にやってきていただ

いたというのがあって、非常に重要な部分を担

っていただいてきたっていうふうに思ってま

す。 

 今後、いろんな部分で民間に任せられるもの

は民間にというようなことは進んでいくんだろ

うと思うんですけれども、社協のほうもです

ね、これまで以上にいろいろな、市のほうとで

すね、いろいろとタイアップしていただきなが

らいろいろ話もしていただきながらですね、社

会福祉関係でですね、やはり重要な分をやはり

担っていただく、今後もですね、団体だという

ふうに思いますんで、しっかりとしたですね、

話し合いをしていただきながら、一緒になって

ですね、進めていっていただければというふう

に思いますんで、よろしくお願いいたします。 

○委員長（上村哲三君） ほかにありません

か。 

○委員（鈴木田幸一君） 福祉というとはもと

もと費用対効果、事業対効果というとを目指す

ものではないなというふうに日ごろから感じて

おるわけでありますけれども、今回はデイサー

ビスの廃止というとは、いろんな赤字とかが累

積してどうしても運営が難しいということであ

りますが、やっぱり福祉ちゅうとはですね、費

用対効果とか事業対効果ちゅうとばかりは目指

すものではないということはしっかり認識した

ところでですね、うちの執行部の皆さんも再認

識の上で今後の福祉について頑張っていただき

たいなというふうに希望いたします。 

 以上です。 

○委員長（上村哲三君） ほかにありません

か。 

（｢なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（上村哲三君） なければ、これより

採決いたします。 

 議案第１０９号・八代市坂本地域福祉センタ

ー条例等の一部改正等については、原案のとお

り決するに賛成の方の挙手を求めます。 

（賛成者 挙手） 

○委員長（上村哲三君） 挙手全員と認め、本

案は原案のとおり可決されました。 

                              

◎議案第１１０号・八代市個人番号の利用及び

特定個人情報の提供に関する条例の一部改正に

ついて 

○委員長（上村哲三君） 次に、議案第１１０

号・八代市個人番号の利用及び特定個人情報の

提供に関する条例の一部改正についてを議題と

し、説明を求めます。 

○健康福祉部長兼福祉事務所長（丸山智子

君） 議案第１１０号・八代市個人番号の利用

及び特定個人情報の提供に関する条例の一部改

正につきまして、生活援護課長の角から御説明

申し上げますので、御審議よろしくお願いいた

します。 

○生活援護課長（角 竜一郎君） おはようご

ざいます。（｢おはようございます」と呼ぶ者

あり）生活援護課の角でございます。どうぞよ

ろしくお願いいたします。では、着座にて御説

明させていただきます。 

 それでは、議案第１１０号・八代市個人番号

の利用及び特定個人情報の提供に関する条例の

一部改正について御説明いたします。 

 議案書は４５ページになります。 

 説明のほうは、別紙でお配りしております資

料のほうで御説明をさせていただきたいと思い

ます。 

 まず、提案理由でございますが、平成３０年

６月８日に、生活困窮者等の自立を促進するた

めの生活困窮者自立支援法等の一部を改正する

法律というものが公布・施行されたことに伴い
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まして、生活保護法におきましては、生活保護

世帯の子供の大学、専修学校などへの進学を支

援する進学準備給付金の支給制度が新設されま

した。 

 それに伴いまして、行政手続における特定の

個人を識別するための番号の利用等に関する法

律、いわゆる番号法におきましても、進学準備

金の支給事務については個人番号の利用及び特

定個人情報の提供ができる事務として追加され

ております。 

 そこで、本市におきましても、生活保護法及

び番号法の改正とあわせまして、進学準備給付

金の支給事務に関し、保有する特定個人情報を

本条例で規定する個人番号利用事務において利

用できるように所要の改正を行うものでござい

ます。 

 改正箇所でございますが、新旧対照表をごら

んいただきますと、特定個人情報の上から３段

目、現行の生活保護法による保護の実施又は就

労自立給付金の支給に関する情報とされている

部分に、改正案では、就労自立給付金の後に進

学準備給付金を追加するものでございます。 

 条例は公布の日から施行することとしており

ます。 

 以上で説明を終わります。どうぞ御審議のほ

ど、よろしくお願いいたします。 

○委員長（上村哲三君） 以上の部分について

質疑を行います。質疑ありませんか。 

（｢なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（上村哲三君） なければ、以上で質

疑を終了します。 

 意見がありましたら、お願いします。 

（｢なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（上村哲三君） なければ、これより

採決いたします。 

 議案第１１０号・八代市個人番号の利用及び

特定個人情報の提供に関する条例の一部改正に

ついては、原案のとおり決するに賛成の方の挙

手を求めます。 

（賛成者 挙手） 

○委員長（上村哲三君） 挙手全員と認め、本

案は原案のとおり可決されました。 

 次に、本委員会に付託となっている請願・陳

情はありませんが、郵送にて届いております要

望書については写しをお手元に配付しておりま

すので、御一読いただければと存じます。 

 以上で、付託されました案件の審査は全部終

了いたしました。 

 お諮りいたします。委員会報告書及び委員長

報告の作成については、委員長に御一任願いた

いと思いますが、これに御異議ありませんか。 

（｢異議なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（上村哲三君） 御異議なしと認め、

そのように決しました。 

 小会します。 

（午前１１時５６分 小会） 

－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－ 

（午前１１時５７分 本会） 

◎所管事務調査 

・教育に関する諸問題の調査 

・保健・福祉に関する諸問題の調査 

○委員長（上村哲三君） 本会に戻します。 

 次に、当委員会の所管事務調査２件を一括議

題とし、調査を進めます。 

 当委員会の所管事務調査は、教育に関する諸

問題の調査、保健・福祉に関する諸問題の調

査、以上の２件です。 

                              

・教育に関する諸問題の調査（学校施設のブロ

ック塀について） 

○委員長（上村哲三君） このうち、教育に関

する諸問題の調査に関連して１件、執行部から

発言の申し出があっておりますので、これを許

します。 

 それでは、学校施設のブロック塀について説

明願います。 
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○教育部長（桑田謙治君） もうしばらく時間

をいただきまして、学校施設のブロック塀の現

状調査状況につきまして御報告をさせていただ

きます。 

 教育施設課長、有馬課長のほうから説明いた

します。よろしくお願いいたします。 

○首席審議員兼教育施設課長（有馬健一君）

 こんにちは。教育施設課長の有馬でございま

す。よろしくお願いします。 

 それでは、学校施設のブロック塀について、

安全点検結果や今後の対応等について御報告し

たいと思います。着座にて御説明いたします。

この内容につきましては、一般質問や補正予算

説明等で部長、次長のほうから御説明しており

ますけど、内容が重複しますことをお許しくだ

さい。 

 それでは、資料の１ページをごらんくださ

い。 

 まず１番目に、経緯と安全点検結果につきま

しては、大阪北部地震でのブロック塀倒壊によ

る事故を受け、市立の学校施設４７施設の全

て、点検をしております。 

 その結果、ブロック塀を有する学校等が３２

施設ありまして、そのうち、ぐらつきがあるな

ど緊急な対応が必要なものはなかったものの、

現行の建築基準法に適合していないものや、ひ

び割れ、損傷のあるものなど、安全性に問題が

ある学校等が２６施設ございました。この２６

施設のうち、通学路に面しており、著しいひび

割れがあるものや高さの基準を超えるものな

ど、特に危険性が高い小中学校９校について、

今年度のブロック塀の改修を実施するため、今

回の９月補正予算に計上したものでございま

す。 

 ２番目の改修方法につきましては、既存ブロ

ック塀を解体、撤去し、新たに金網フェンスを

設置いたします。 

 ３番目、事業費につきましては、今回の９月

補正分でございますが、３０３７万４０００円

でございます。 

 ４番目のブロック塀の改修を行います対象施

設は、小学校６校と中学校３校の計９校でござ

います。 

 ここで、資料の３ページの資料をごらんくだ

さい。 

 上段にございますのが郡築小学校でございま

す。敷地の西側、正門のほうの道路沿いのブロ

ック塀で劣化が進んでおります。高さは１メー

トルぐらいでございますけども、長さが１０１

メートルございます。下段が八代小学校で、劣

化が進んでいるものや、控え壁がなく、法に不

適合なものがございます。 

 次の４ページをごらんください。 

 上段が昭和小学校です。敷地東側のブロック

塀が劣化しております。下段が龍峯小学校で

す。敷地の西側と北側のブロック塀ですが、劣

化に加え、高さが基準の２.２メートルを超

え、２.４メートルの場所がございます。これ

はブロック塀のみじゃなくて、道路からブロッ

ク塀の一番高いところの高さがこの基準となり

ます。そして、このブロック塀が石積みの上に

設置してあるということで、基礎の強度に問題

があると考えられます。 

 次の５ページをごらんください。 

 上段が麦島小学校で、敷地西側のブロック塀

です。正門のところになります。劣化のほか

に、控え壁が設置されているものの、控え壁の

間隔が基準の３.４メートル以下よりも幅が広

く設置されています。下段が有佐小学校で、敷

地西側のブロック塀で劣化が進んでいる状況に

ございます。 

 次の６ページをごらんください。 

 先ほどお話に出ました、上段が第二中学校で

ございます。敷地の北側、正門のところのブロ

ック塀です。長さが全部で２０４.５メート

ル、かなり長くなっております。劣化のほか、
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控え壁が法に不適合となっております。下段が

第四中学校で、敷地南側のブロック塀で劣化や

控え壁の法不適合であります。これは通学路に

は面しておりませんけども、かなり劣化、中の

鉄筋がさびて、爆裂で中が見えてる状況になっ

ておりますけど、ぐらつきはない状況ではござ

います。 

 次の７ページをごらんください。 

 第七中学校の敷地西側のブロック塀です。劣

化や控え壁の不適合がございます。 

 以上が９月補正予算に計上しました学校のブ

ロック塀の状況でございます。 

 また、２ページのほうをごらんください。 

 平成３１年度に改修を予定している学校施設

であります。小学校が１８校、中学校が１０

校、支援学校が１校、幼稚園が３園の計２９校

と３園で、合計の３２施設ございます。この中

には、今回補正予算に計上しております３０年

度の改修を予定している学校が重複しています

が、今回補正に上げました３０年度の改修は、

各学校の中で特に危険性が高い部分のみを改修

するものでございます。 

 ５番目の今後の予定につきましては、学校等

における全てのブロック塀３２施設について改

修する方針としております。その改修にかかる

総事業費を約２億円と試算していることから、

今回の補正を含め、来年度までの２カ年で改修

を実施する予定としております。なお、財源と

しては、国の学校施設環境改善交付金、補助率

３分の１でございますけども、や、起債を活用

する予定としております。 

 教育委員会としましては、安全安心な教育環

境を確保するため、速やかな対策に努めていき

たいと考えております。 

 以上、学校施設のブロック塀についての説明

を終わります。 

○委員長（上村哲三君） 本件について、質

疑、御意見等はありませんか。 

○委員（福嶋安徳君） このブロック塀の安全

的な改修はもうぜひ必要と思いますけれども、

この改修に当たっての、今の防犯上の状況はど

のように考えておられますか。つまり、今現在

の学校施設については、やはりもともとが防犯

用に設置された状況があるわけですが、それを

含めて改修の状況がつくられますかね。 

○首席審議員兼教育施設課長（有馬健一

君） このブロック塀については、撤去だけと

なりますと不審者の侵入等が考えられますの

で、撤去の工事と同時にですね、金網フェンス

の設置をしたいということで、防犯上も問題が

ないように改修は進めたいと考えております。 

 以上です。 

○委員長（上村哲三君） よろしいですか。 

○委員（福嶋安徳君） はい。 

○委員長（上村哲三君） ほかにありません

か。 

○委員（鈴木田幸一君） １つだけ。有佐小学

校のですね、このブロック塀ですけれども、こ

れは、例えば市の道路が狭いということで、道

路を確保しながらブロック塀の位置を変えるち

ゅう考え方はないんですかね。 

○首席審議員兼教育施設課長（有馬健一

君） 今回の改修には、そこあたりは問題ない

んですけれども、このブロック塀に面した道路

幅が狭い道路に面したブロック塀も一部ござい

ます。それにつきましては、建築基準法で道路

幅を確保する必要があるところは、そこも考慮

して改修のほうも考えたいというふうには考え

ております。 

○委員（鈴木田幸一君） ということは、建築

基準法内での道路拡幅って考えればよろしいわ

けですね。（首席審議員兼教育施設課長有馬健

一君「はい」と呼ぶ） 

 わかりました。ありがとうございます。 

○委員長（上村哲三君） ほかにありません

か。 
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（｢なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（上村哲三君） それでは、なけれ

ば、学校施設のブロック塀についてを終了しま

す。 

 そのほか、当委員会の所管事務調査について

何かありませんか。 

（｢なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（上村哲三君） ないようでしたら、

４回目の管内調査の日程について協議をしたい

と思います。 

 しばらく小会いたします。 

（午後０時０６分 小会） 

－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－ 

（午後０時１２分 本会） 

○委員長（上村哲三君） 本会に戻します。 

 それでは、本委員会の第４回目の管内調査に

つきましては、１０月２６日金曜日に八代市立

松高小学校、八代市立第五中学校、八代市立八

代支援学校、くま川教室への調査を行うことと

し、視察内容の詳細については委員長に御一任

いただきたいと思いますが、これに御異議あり

ませんか。 

（｢異議なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（上村哲三君） 御異議なしと認め、

そのように決しました。 

 以上で所管事務調査２件についての調査を終

了します。 

 次に、閉会中の継続審査及び調査の件につい

てお諮りします。 

 当委員会の所管事務調査２件については、な

お調査を要すると思いますので、引き続き、閉

会中の継続調査の申し出をしたいと思います

が、これに御異議ありませんか。 

（｢異議なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（上村哲三君） 御異議なしと認め、

そのように決しました。 

 以上で本日の委員会の日程は全部終了いたし

ました。これをもって、文教福祉委員会を散会

いたします。 

（午後０時１３分 閉会） 

 

八代市議会委員会条例第３０条第１項の規定に

より署名する。 

    平成３０年９月１１日 

文教福祉委員会 

委 員 長 
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